










2.実行団体の対象地域において、情報発信によって活動の意

義や成果が関係者や地域住民に周知されている。また多様な

主体の連携体制が構築され、孤立している当事者・保護者へ

のアウトリーチも行われている

1)活動の意義や成果を理解している関係者

の数

2)多様な主体の連携事例

3)アウトリーチ活動の成果事例

1)0人

2)0事例

3)0事例

1)5地域程度×100人/地域 程度

2)5地域程度の具体例

3)5地域程度×10例/地域 の具体例

2024年3月

3. 実行団体の対象地域において、市町域で当事者と保護者の

状況が広く理解され、人々の参画や行政の政策化、寄付の仕

組みづくりなどにより、活動の持続性と発展性が担保されて

いる

1)市町域で子どもの学びや育ちに関わる活

動に参加する人の数

2)地域ぐるみで学びと育ちを持続させ発展

させられる体制構築の具体例

1)3地域程度×10人/地域程度

2)0事例

1)5地域程度×50人/地域 程度

2)5地域程度の具体例

2025年3月

(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期

1. 実行団体の対象地域において、実行団体が居場所やフリー

スクール等を設けることにより、学校に行きづらい子どもた

ちが学校以外に育ちと学びの場を得られるようになる

1)育ちと学びの場を得られた子どもの数

2)育ちと学びの場の具体例

1)0人

2)0-3地域程度の具体例

1)5団体程度×20人

2)5地域程度の具体例

2023年3月
















